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第 31 話：アリエルの秘密 

 アリエルは、一転して大股開きでとても嬉しそうな表情をしました。あたしに触れて意

識したせいかアリエルのスカートがもっこりと盛り上がっています。 

レオン in アリエル：「おお！この懐かしい感触！アリエルって男だったのか！」 

 

 レオンがスカートの上から、男の人のものであろうそれを握って興奮しています。 

イーシャ：「そんな訳ないでしょ！男の人がこんなに可愛く女の子になれるはずないし…

声だって女の子のものとしか思えないし…」 

 

 アリエルと出会ったのは、高校入学時で確かにアリエルの裸を確認したことはないです

が、男のカラダであれば、さすがに気付くはずです… 

レオン in アリエル：「確かに見た目は、女にしか見えないよな。それに自分では“女の子”

だって言っていたし…」 

 

でも今、自分のモノとなっているアリエルのカラダにいるレオンが嘘を言うとも思えま

せん。元男の人のレオンが直接触って確認してるし…アリエルのことをもっと知りたい！

アリエルに対する興味がこれまで以上に大きくなってきました。そして。あたしは、その

とき気付いていなかったのです。自らの足がだらしなく開いていたことを… 
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イーシャ：「レオン、お願い！アリエルと 2 人で話したいの！今夜、お母さんのカラダに

乗り移ってくれない？」 

 あたしは、今まで母のカラダにレオンが乗り移ってもらうようにお願いしたことは、一

度もありませんでしたが、今回ばかりは、そうせざるを得ないように思いました。 

 

レオン in アリエル：「わかったよ。俺もその方がいいと思う。」 

 あたしは、母が帰宅するのを家で待ってから、レオンが乗り移ったままのアリエルを呼

び出し、母にレオンに憑依されてもらうように頼みました。母は、少し困ったような表情

をしていましたが、必死のあたしの表情を察してか理由を聞かずに快諾してくれました。

レオンは、早速、アリエルのカラダで母のカラダに近づくと、ごつんと母の頭にアリエル

の頭をぶつけました。 
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ほどなくしてアリエルの表情がレオンの自信に溢れたものから、本来の可愛らしく上品

な表情に戻っていきます。同時に母の柔和な表情がエネルギッシュなレオンのものに変わ

っていきます。あたしは、レオンがカラダを乗り換えるのを初めてみました。レオンとア

リエルと母は、全然性格が違うので、レオンが乗り移ったことは、すぐにわかりました。 

レオン in オリビア：「…じゃあ、俺は、席を外すよ。後で話せることを教えてくれ。」 
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第 32 話：アリエルの願い 

 レオンは、母のカラダでそう言うと、その場を離れていきました。しばらく沈黙が続い

た後、アリエルが申し訳なさそうに口を開きました。 

アリエル：「このカラダ…あたしのものじゃないの…」 

イーシャ：「え？」 

 あたしは、アリエルの言っていることがよく理解できませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アリエル：「このカラダは、死にそうな男の子のもので…あたしは、このカラダに乗り移

っちゃったの…」 

 アリエルは、信じられないような話を続けました。 

イーシャ：「レオンと同じように未来から来たってこと？でもどうして男の子のカラダに…」 
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アリエル：「あたしがどこから来たかも、どうしてこのカラダに憑依しちゃったのかもわ

からないけど…あたしの名前は、アリエルで女の子だって覚えている…」 

イーシャ：「普通はすぐに信じられない話だけど…レオンのことがあるから、そうかも？っ

て思える…でも…アリエルは、男の子のカラダ…って言ったけど…どう見ても女の子にし

か見えない…」 
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アリエル：「死にそうな息子が息を吹き返したって両親も悦んでくれた…このカラダに憑

依したときから、記憶は読み取れたの。だから生活するには困らなかった…でもやっぱり

男の子のカラダは、慣れなくて…」 

 あたしは、改めてアリエルのカラダを凝視しましたが、やはり女の子にしか見えません。 

 

アリエル：「それで両親にすべてを話したの…そしたら全部受け入れてくれて…女の子の

カラダに変えてもいいって…」 

アリエルは、泣きながら訴えかけるような眼であたしを見ました。あたしは、アリエル

の頭を引き寄せて抱き締めました。やはり、アリエルが男の子だとは、思えないように肌

は柔らかく繊細で、胸は膨らんでいます。 
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イーシャ：「そうだったのね…アリエルがどんなカラダでもアリエルは、あたしの親友だよ。」 

 あたしは、アリエルの言葉を受け入れようとしました。 

アリエル：「イーシャ…お願い！レオンさんは、来月いなくなるみたいだから、その間だ

けでもレオンさんにカラダを貸して欲しいの…イーシャのカラダに憑依したレオンさんな

らあたしの想いを受け止めてくれる…」 

 

 アリエルは、あたしを押し倒して馬乗りになりました。あたしは、ショックでした。ア

リエルがあたしよりもレオンを望んでいる…あたしもレオンが気になっていました…でも

アリエルの股間があたしに触れると、あたしは、アリエルに従いたくなったのです… 

イーシャ：「…うん…わかった…」 

 


